 佐賀空港へのオスプレイ等の配備計画
に関する要請書
平成２７年１１月４日
柳 川 市
貴職におかれましては、佐賀県政の推進のため日々ご尽力されていることに対し、心から敬意を表します。
さて、平成１０年７月の佐賀空港の開港以降現在にわたり、本市上空が民間航空機の低空航路となっていることから、貴県と本市との間で「有明佐賀空港における航空機の運航に伴う環境保全に係る合意書」（以下「合意書」という。）を締結しております。
本市から佐賀空港までは、直線距離で約４ｋｍ程度しか離れておらず、また、民間航空機の約８割程度が柳川市方面からの着陸となっており、民間航空機が通過する際は、テレビ等の音が聞こえにくいなど、現在でも市民生活において支障を来たしている状況にあります。
このような中、自衛隊が導入予定のオスプレイ等を佐賀空港へ配備する計画について昨年７月２２日、当時の武田防衛副大臣から古川前知事に対して説明が行われました。
国の安全保障に対する自治体の役割や国防の重要性については十分理解しておりますが、本市の上空をオスプレイ等が飛び交うことになれば、市民生活や環境への影響などが懸念され、大変困惑しております。
また、市民からは、オスプレイの安全性や騒音の問題、事故時の油の流出による有明海の海苔養殖への影響などへの不安の声とともに、今回のオスプレイ等の配備が将来的には空港用途を民間用空港から軍事基地化へと大きく方向転換するものではないかと危惧する声さえあがっております。
このため、昨年１１月５日、古川前知事に対して、合意書第４条に基づく協議等４項目について要請をさせていただきました。
その際、この４条に関しては、古川前知事より「この規定は、何もかも全てが決まってから、これで行きますというものではないと理解している。合意書の精神をしっかり踏まえたうえで、柳川市と協議をする必要が出てきた時は、しっかりやりたい。」とのご返事をいただいておりました。
このような状況下のもと、本年１０月２９日、急遽、中谷防衛大臣が佐賀県を訪問され、山口知事との会談が行われました。
会談後、山口知事は「今後、防衛省からの説明内容を精査する必要はあるが、今回の会談が議論のスタートになった。」と発言をされており、今後、国との協議が急速に進められていくのではないかと推察いたします。
このため、本市としましては、市民の安全・安心を確保し、市民の安寧な生活環境を守るため、下記の事項について強く要請するものであります。
何卒、本市の状況をご賢察いただき、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。　
　
記
１．自衛隊が導入予定のオスプレイ等の佐賀空港への配備に関しては、合意書第４条の規定に基づき、誠意をもって柳川市と協議すること。
２．自衛隊が導入予定のオスプレイ等の佐賀空港への配備の是非を判断するに当たっては、柳川市の意向を十分に踏まえること。
３．柳川市に対して、自衛隊が導入予定のオスプレイ等の佐賀空港への配備に関する可能な限りの情報の提供を行うとともに、国に対しても可能な限りの情報の提供を行うよう要請すること。
４．航空機の騒音や事故などによる本市への影響を軽減するため、佐賀空港において、現在、柳川市方向のみに設置されているＩＬＳ（自動着陸誘導装置）を西方向からの計器飛行による着陸も可能となるよう増設すること。
平成２７年１１月４日
佐賀県知事　山口　祥義　様
柳川市長　金子　健次
